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漣痕(リップノレ･マｰク:ripplemarks)は地

層の層面によく見かける形象で現在でも同様なものが

浅い水底や潮が引いた浜辺の砂･泥の上に波や流水に

よって形成されまた風によって陸上の砂の表面にもで

きるから理解しやすい.これは弱い水の運動で底質

が局部的に動いて生じ･るものである.

形成過程が目の当りに見られる漣痕については敬服

部富雄瓦カミ病床で訳したカナダの本“浜辺の砂は生きて

いる"(地質ニュｰス105号)で手軽に知られる.

水成層中の漣痕はいろいろな形容や型式区分を与え

られているカミ最も普通には次の3種の型を基本にして

とり扱われる(冬型の和名は筆者の仮釈).

揺動型漣痕(Osci11ationripp1es)水流の影響

を受けず波の撹幹作用だけで形成される.横断面は第

43図のように対称的波形で一般に波峰は尖り気味か

少し丸みをもち波谷ばゆるい丸みをおびる.上下には

同様な波形の葉理が波頂をそろえて重在る.

水流型漣痕(Currentripp1es)流水によって

できるもので横断面を見ると第44図のように水流の

上流側が緩下流側が急な非対称的波形で波峰と波谷

は丸みをおびほとんど同じ形をしている.この波形の

下は下流側の傾斜に平行する細かい葉理をふくんだ層か

らなり立っており表面は波谷に粗粒で重い粒カミ波頂

に細かいものカミ下流側斜面に軽い物質が集まっている.

波峰は水流方向と直交して伸びる.第45図は川水でで

きたばかりの好例である.水流が強過ぎる場合には異

様た形の層ができる.(1g頁右下へっづく)

第41図紀伊半島南部古第三紀牟婁層群の砂創こみられる水流型らし

い漣痕(水野技官撮影)

第46図紀伊半島南部古第三紀牟婁魑群の漣痕の多い互魑(水野

技官撮影)

第44図

水流型漣痕の断面

矢印は水流の方向
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第43図

揺動型

撞痕の断面
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第45図佐世保炭固鹿町神林の海岸川水はハンマｰの頭から柄の方

向へ流れていた(長浜技官撮影)�


